

































































































る。「内的像性」とは、「われわれが像自体において主題を眺める」（Wir schauen im Bild selbst
das Sujet）ような場合である（Husserl 1980, 50）。「外的像性」とは、像が外的対象の一種
の記号・シンボルとして機能するような場合である（Husserl 1980, 35, 50）。この場合、わ
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